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堀
金
公
民
館
は
、
8
月
3
日
、
7
日
、

10
日
の
3
回
に
わ
た
り
、「
子
ど
も
公

民
館
」
を
夏
休
み
企
画
と
し
て
開
講
し

た
。
堀
金
小
学
校
、
三
郷
小
学
校
、
穂

高
北
小
学
校
、
穂
高
西
小
学
校
の
23
人

が
参
加
し
「
科
学
実
験
」「
将
棋
」「
折

り
紙
」
の
3
講
座
に
分
か
れ
講
習
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
講
座
の
ほ
か
に
、

夏
休
み
の
宿
題
解
決
の
「
学
習
会
」、

体
力
づ
く
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
「
拾

ケ
堰
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」、
自
立
の
手
伝

い
に
「
料
理
教
室
」
を
企
画
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
講
座

　

講
座
の
開
設
に
あ
た
り
、「
小
学
校

が
実
施
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
活
動
は
時
間

が
少
な
く
、
も
う
少
し
追
究
し
た
い
」

と
の
事
か
ら
、
そ
の
一
部
で
も
か
な
え

ら
れ
な
い
か
と
堀
金
公
民
館
が
企
画
し

た
。「
科
学
実
験
」は
、国
立
長
野
工
業
高

等
専
門
学
校
教
諭
の
渡
辺
誠
一
さ
ん
、

堀
口
勝
三
さ
ん
、
遠
藤
典
夫
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
初
日
は
、
風
力
発
電
機

を
作
り
電
力
実
験
に
臨
ん
だ
。「
将
棋
」

び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
で

き
る
よ
う
に
、
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
の
講
座
も
、
技
術
と

知
識
を
身
に
つ
け
、
教
科
書
や
教
室
だ

け
で
は
味
わ
え
な
い
ふ
れ
あ
い
と
体
験

が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

子
ど
も
公
民
館
を
体
験
し
て

　

兄
弟
で
参
加
し
「
将
棋
」
を
選
ん
だ

弟
の
宮
島
か
な
た
君
（
堀
金
小
２
）
は

「
講
師
の
先
生
に
勝
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
、「
科
学

実
験
」
を
選
ん
だ
兄
の
宮
島
ひ
な
た
君

（
堀
金
小
４
）
は
「
実
験
を
し
て
み
て
、

と
て
も
面
白
か
っ
た
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

仲
良
く
一
緒
に
「
折
り
紙
」
に
参
加

し
た
高
春

小
桃
さ
ん

と
中
谷
凛

さ
ん
（
と

も
に
堀
金

小
５
）
は

「
い
つ
も

と
違
う
夏

休
み
だ
」

と
目
を
輝

か
せ
て
い

た
。

　
「
料
理
教
室
」
で
は
「
や
り
方
を
褒

め
ら
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
、
講
座
終
了
後
の
子
ど

も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
は
、

公
民
館
活
動
の
将
来
の
担
い
手
を
見
て

い
る
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

は
堀
金
中
学
校
教
諭
の
本
郷
大
輔
さ
ん

が
、「
折
り
紙
」
は
堀
金
公
民
館
の
山

田
賢
一
館
長
が
講
師
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
講
座
に
取
り
組
ん
だ
。
宿
題
解
決

の
「
学
習
会
」
は
元
教
諭
の
宮
澤
純
子

さ
ん
と
社
会
教
育
指
導
員
の
大
島
春
彦

さ
ん
、「
料
理
教
室
」
は
山
田
館
長
と

大
島
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。

公
民
館
と
子
ど
も

　

子
ど
も
公
民
館
の
講
座
は
初
め
て
の

試
み
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
活
動

す
る
時
間
や
場
所
を
提
供
し
よ
う
と
、

堀
金
公
民
館
が
夏
休
み
に
開
講
し
た
。

子
ど
も
公
民
館
に
は
、
体
験
学
習
や
遊

初
め
て
の
子
ど
も
公
民
館

堀
金
公
民
館
が
子
ど
も
公
民
館
を
開
講
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他
谷
遺
跡

は
、
平
成
11

～
12
年
に
発

掘
さ
れ
た
、

縄
文
時
代
中

期
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け

て
の
遺
跡
で

あ
る
。

　

川か
わ
く
ぼ
さ
わ

窪
沢
川

扇
状
地
の
扇

央
で
、
県
道

25
号
塩
尻
鍋

割
穂
高
線
（
山
麓
線
）
沿
い
、
ア
ー
ト

ヒ
ル
ズ
南
の
草
深
東
部
信
号
付
近
に
あ

る
。
農
業
基
盤
整
備
に
伴
い
お
よ
そ

３
０
０
０
平
方
㍍
が
調
査
さ
れ
、
竪
穴

住
居
跡
が
45
軒
、
そ
の
他
掘
立
柱
の
建

物
跡
、
大
小
の
石
を
配
し
た
お
祭
り
広

場
の
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

縄
文
時
代
の
土
器
が
約
2
㌧
あ
ま
り
と

石
器
４
０
０
点
あ
ま
り
な
ど
が
出
土
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
発
掘
で
調
査
さ
れ
た
範

囲
は
、
縄
文
時
代
の
集
落
の
一
部
分
に

過
ぎ
ず
、
集
落
全
体
を
調
査
し
て
い
れ

ば
、
お
よ
そ
１
０
０
軒
以
上
の
住
居
跡

が
発
見
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の

集
落
域
は
約
１
８
０
０
年
の
間
、
円
形

ま
た
は
馬ば

て
い蹄
形
に
広
が
り
、
集
落
と
墓

域
、
お
祭
り
広
場
等
に
区
切
ら
れ
、
長

期
的
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で

き
る
。

　

主
な
出
土
品
に
は
広ひ

ろ
み
み
と
っ
て
つ
き

耳
把
手
付
土
器

が
あ
る
。
こ
れ
は
約
４
０
０
０
～
３
５

０
０
年
前
の
も
の
と
さ
れ
、
平
ら
な
石

を
部
分
的
に
敷
い
た
敷し

き
い
し石
住
居
の
中
か

ら
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
見
つ
か
っ
た
。
両

脇
の
耳
状
の
装
飾
に
は
6
つ
の
丸
い
穴

が
あ
き
、
胴
体
部
分
に
は
渦
巻
き
の
文

様
が
刺し

と
つ突
に
よ
る
列れ

っ
て
ん点
で
描
か
れ
て
い

る
。
煮
炊
き
に
使
わ
れ
た
痕
跡
が
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
国
的
に
類
似
の
少

な
い
珍
し
い
土
器
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
土
器
は
平
成
30
年
9
月
27
日
に

「
信
州
の
特
色
あ
る
縄
文
土
器
」の
ひ
と

つ
と
し
て
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

　

他
に
、11
点
の
土
偶
や
、直
径
約
28
㎝

の
丸
石
も
出
土
し
て
い
る
。
丸
石
を
祀ま

つ

る
信
仰
は
八
ヶ
岳
山
麓
か
ら
山
梨
県
に

か
け
て
多
く
、
現
在
で
も
山
梨
県
で
は

道
祖
神
の
お
祭
り
に
登
場
す
る
と
い
う
。

　

他
谷
遺
跡
は
縄
文
時
代
に
限
ら
ず
、

弥
生
時
代
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、

戦
国
時
代
と
幅
広
い
時
代
の
遺
物
、
建

物
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
遺
跡

現
場
は
田
畑
と
な
っ
て
い
る
が
、
周
囲

に
は
未
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
が

多
く
眠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
当
時

の
暮
ら
し
へ
の
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ

る
。

て
は
、
市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
鉄
道

を
利
用
し
て
い
る
学
生
さ
ん
や
会
社
員

の
方
な
ど
に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
頂

く
こ
と
を
目
標
に
、
20
班
に
よ
る
班
編

成
で
毎
朝
整
理
整
頓
を
行
っ
て
い
る
。

秋
に
は
草
刈
り
を
実
施
し
、
大
雪
時
に

は
速
や
か
に
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
年
末
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

し
め
飾
り
販
売
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
会
員
が
集
ま
り
、
仕
入
れ

た
牛ご

ぼ
う蒡
じ
め
、
玉
じ
め
飾
り
に
紙し

で垂
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
完
成
品
に
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
で
の
販
売
を
し

て
い
る
。
他
に
、
戸
別
に
訪
問
販
売
を

し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
は
、

取
り
付
け
も
行
い
気
持
ち
良
く
新
年
を

迎
え
て
頂
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
臼
と
杵
に
よ
る
餅
つ
き
を
行
っ

て
い
る
が
会
員
に
大
変
好
評
で
年
末
の

一
大
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
会

員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
事
も

重
要
と
捉
え
、

地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
通
し

て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と

も
に
、
超
少
子

高
齢
化
、
人
口

減
少
社
会
と
言

わ
れ
る
現
在
に

お
い
て
も
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
維
持
で

き
る
よ
う
貢
献

し
た
い
。（
前
会
長　

村
山　

辰
市
朗
）

　

昭
和
55
年
に
発

足
し
た
本
村
勤
労

協
は
、
安
曇
野
市

本
村
区
に
住
む
住

民
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
、
地
域
社
会

の
向
上
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
会

員
の
相
互
扶
助
と

親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
団

体
で
あ
る
。現
在
、

30
代
か
ら
80
代
ま

で
の
幅
広
い
年
代

の
78
人
の
会
員
に
よ
り
、
本
会
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
南
豊
科

駅
駐
輪
場
の
管
理
、本
村
公
園
の
管
理
、

親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、

区
内
住
民
へ
の
し
め
飾
り
販
売
、
餅
つ

き
、
そ
ば
打
ち
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
に
は
35
周
年
を
迎
え
、
記
念

事
業
と
し
て
千
葉
房
総
半
島
を
巡
る
親

睦
旅
行
を
行
っ
た
。

　

本
村
区
で
は
勤
労
協
の
会
員
が
主
体

的
に
役
割
を
担
い
、
区
や
公
民
館
が
行

う
各
種
事
業
へ
の
参
加
や
子
ど
も
会
育

成
会
へ
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

活
動
の
中
心
と
な
り
な
が
ら
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
一
役
か
っ
て
い

る
。
南
豊
科
駅
駐
輪
場
の
管
理
に
つ
い

（
穂
高
・
牧
）

古
き
を
尋
ね
て

他谷遺跡調査区

グ
ル
ー
プ
紹
介

本
村
勤
労
協（
豊
科
）

�
他た

や谷
遺
跡

長野県宝に指定された
広耳把手付土器　　　
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

天
神
原
地
区
公
民
館（
明
科
）

私
は
一
生
懸
命

開
催
時
期
は
毎
年
違
う
が
「
人
権
学
習

会
」
も
行
っ
て
い
る
。

　

③
各
サ
ー

ク
ル
活
動
で

は
、
高
齢
の

住
民
が
中
心

と
な
り
団
地

内
の
花
壇
の

手
入
れ
や
旅

行
等
を
行
い

約
25
年
続
い

て
い
る
「
実

り
の
会
」、
団
地
周
辺
の
樹
木
等
の
環

境
美
化
を
行
い
約
10
年
続
い
て
い
る

「
花
み
ず
き
・
花
も
も
会
」、
今
年
発
足

し
た
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
倶
楽
部
」
は
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
登
山
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ

等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
な

ど
年
間
を
通
じ
活
動
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
活
動
も
住
民
同
士
の
交
流

と
親
睦
を
図
る
上
で
と
て
も
重
要
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
9
月
に
明
科
地

域
南
部
の
6
公
民
館
で
行
う
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
も
参
加
し
、
周
辺
地
区

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
と
親
睦
を
図
っ
て

い
る
。

　

当
地
区
は
誕
生
し
て
か
ら
30
年
が
経

ち
、
昨
今
の
高
齢
化
社
会
と
少
子
化
が

進
む
中
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
者
が

年
々
少
な
く
な
り
、
人
集
め
に
苦
労
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
よ
り
一
層
の
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
公
民
館
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
う
。

（
天
神
原
地
区
公
民
館
長 

中
林 

泰
雄
）

　

三
郷
公
民
館
の
講
堂
で
、毎
月
4
回
、

火
曜
日
の
朝
10
時
か
ら
50
人
程
が
集
ま

り
、
安
曇
野
市
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
楽

し
く
踊
る
よ
う
に
体
操
に
熱
中
し
て
い

る
。
丸
山
金
治
さ
ん
（
83
）
が
会
長
を

務
め
る
「
三
郷
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
」
の

仲
間
た
ち
で
あ
る
。「
三
郷
健
康
体
操

ク
ラ
ブ
」
は
、
旧
三
郷
村
時
代
か
ら
行

政
主
導
で
30
数
年
続
い
て
き
た
「
健
康

体
操
」
が
、
平
成
19
年
12
月
に
自
主
グ

ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
た
。
平
均
年
齢

77
歳
で
、
60
代
か
ら
80
代
の
90
人
余
の

会
員
が
い
る
。
活
動
は
「
あ
づ
み
の
健

康
体
操
」（
市
歌
を
基
に
健
康
運
動
指

導
士
の
横
山
み
ゆ
き
さ
ん
〔
市
健
康
推

進
課
〕
が
考
案
）「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・

リ
ズ
ム
体
操
」「
椅
子
を
使
っ
た
体
操
」

「
健
康
ヨ
ガ
」
の
各
種
目
を
、
健
康
運

動
実
践
指
導
者
の
佐
藤
貴
子
さ
ん
、
中

田
勝
子
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
三
郷
祭
の
芸
能
発
表
会

で
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
あ
づ
み
の
健
康
体

操
」
を
披
露
し
、
体
操
の
普
及
と
活
動

の
様
子
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
身
体
の
健

康
だ
け
で
は
な
く
、
脳
と
心
の
健
康
も

見
据
え
、
懇
親
会
を
設
営
し
て
親
睦
を

図
り
、
市
介
護
保
険
課
の
酒
井
蘭
さ
ん

の
指
導
に
よ
る「
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
」（
記

憶
、
注
意
、
言
語
、
視
空
間
認
知
、
思

考
の
5
つ
の
認
知
機
能
）
の
検
査
で
自

分
の
脳
の
状
態
を
知
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行

っ
て
い
る
。 

　

生
来
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
ス
キ
ー

は
2
級
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
焼
岳
、

燕
岳
の
小
中
学
校
の
集
団
登
山
を
補
佐

し
、
一
方
で
長
野
県
山
岳
連
盟
の
ギ
ャ

チ
ュ
ン
カ
ン（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
一
部
）

登
頂
メ
ン
バ
ー
選
抜
合
宿
に
も
参
加
し

た
。
当
時
「
三
郷
山
岳
会
」
の
創
設
に

奔
走
し
会
長
を
務
め
た
。
昭
和
33
年
に

上
高
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害

が
発
生
し
た
際
に
「
三
郷
山
岳
会
」
は

登
山
者
の
下
山
誘
導
に
協
力
し
た
。
他

に
、
20
代
の
頃
、
半
月
か
け
て
名
古
屋
、

東
海
道
、
甲
州
街
道
を
自
転
車
で
回
る

旅
に
挑
戦
し
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

の
活
動
に
も
関
わ
っ
た
。

　

定
年
後
、
健
康
診
断
で
保
健
師
に
勧

め
ら
れ
る
ま
ま
に
体
質
改
善
を
目
指
し

て
「
健
康
体
操
」
を
始
め
た
。
ま
た
、

居
住
地
の
七
日
市
場
で
は
祭
囃ば

や
し子
保
存

会
で
小
学
生
に
太
鼓
を
教
え
て
き
た
。

今
は
好
き
な
ゴ
ル
フ
が
長
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
「
三
郷
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。「
頑
張

り
過
ぎ
な
い
よ
う
、け
が
を
し
な
い
よ

う
、楽
し
く
に
こ
や
か
に
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
胸
に
掲
げ
て
心
は
い
ま
だ
に
青

年
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

　

天
神
原
地
区
は
、
旧
明
科
町
土
地
開

発
公
社
が
分
譲
し
た
住
宅
団
地
で
、
旧

明
科
町
及
び
近
隣
の
市
町
村
か
ら
人
が

集
ま
り
、昭
和
63
年
に
天
神
原
地
区（
現

在
は
光
区
天
神
原
常
会
）が
誕
生
し
た
。

　

地
区
名
の
由
来
は
、
現
在
は
隣
の
地

区
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
天
神
様
が
、そ
の
昔
、

当
地
区
に
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

当
地
区
は
明
科
地
域
南
部
に
位
置

し
、国
道
19
号
線
沿
い
宗
林
寺
の
西
側
。

長
野
道
明
科
バ
ス
停
か
ら
は
北
へ
約
６

０
０
㍍
の
場
所
に
あ
り
、
周
囲
の
水
田

よ
り
一
段
高
い
土
地
で
西
側
に
雄
大
な

北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
素
晴
ら
し
い
景
色

が
自
慢
の
68
戸
の
地
区
で
あ
る
。

　

当
地
区
の
公
民
館
活
動
と
し
て
は
、

①
明
科
公
民
館
主
催
の
行
事
へ
の
参

加
、
②
天
神
原
公
民
館
主
催
の
行
事
、

③
各
サ
ー
ク
ル
活
動
の
行
事
が
あ
る
。

　

①
明
科
公
民
館
主
催
の
行
事
は
、
7

月
の
「
あ
や
め

ス
ポ
ー
ツ
大

会
」、
10
月
の

「
明
科
地
域
運

動
会
」
へ
の
参

加
。
②
天
神
原

公
民
館
主
催
の

行
事
は
、
9
月

の
「
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
」

や
「
敬
老
会
」、

健
康
体
操
ク
ラ
ブ
会
長

丸
山　

金か
ね
は
る治
さ
ん

（
三
郷
・
七
日
市
場
）

マレットゴルフ大会

敬老会
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堀
金
公
民
館
は
、
9
月
11
日
と
10
月

2
日
の
2
回
に
わ
た
り
「
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ト
ル
講
座
」
を
開
催
し
、
8
人
が
参
加

し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
講
師
の
赤
羽

眞
佐
子
さ
ん
、
佐
原
登
茂
子
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。

　

第
１
回
目
は
、
生
花
を
加
工
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
図
で
ボ
ト
ル
に
入
れ
る

基
本
作
業
で
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

砂
状
の
乾
燥
剤
で
埋
め
込
み
、
次
回
講

座
ま
で
乾
燥
さ
せ
た
。
3
週
間
後
の
第

2
回
目
で
乾
燥
剤
を
取
り
出
す
と
、
加

工
し
た
日
の
ま
ま
の
鮮
や
か
な
色
彩
の

花
が
姿
を
現
し
た
感
動
に
、
思
わ
ず
歓

声
が
あ
が
っ
た
。

　

参
加
し
た
猿

田
み
さ
子
さ
ん

は
「
望
ん
で
い

た
体
験
が
出
来

て
有
意
義
な
時

間
が
も
て
た
」

と
笑
顔
で
語
っ

て
い
た
。　
　

　
　
（
東
山
路
）

建
物
探
訪
講
座

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ト
ル
講
座

犀
川
の
魅
力
と
防
災

ひ
ま
わ
り
市

火
山
灰
で
知
る

　
烏
川
の
生
い
立
ち

　

9
月
28
日
に
恒
例
の
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
主
催
の
「
ひ
ま
わ
り
市
」
が
三
郷
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
と
は
、
就
園
前
の
子
ど
も
と
親
の
交

流
を
図
る
保
護
者
た
ち
の
自
主
的
運

営
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。「
ひ
ま
わ
り
市
」

で
は
、
家
に
眠
っ
て
い
る
子
ど
も
服
や

マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
玩
具
な
ど
を
会

員
が
持
ち
寄
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

形
式
で
販
売
し
た
。

　

こ
こ
で
の
売
上
金
は
、
ク
ラ
ブ
閉
校

式
で
子
ど
も
た
ち
へ
渡
す
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
費
用
に
充
て
る
。
当
日
は
、
１
０
０

人
余
り
の
参
加
が
あ
り
、
皆
わ
が
子
を

思
い
浮
か
べ
て
手
に
と
っ
て
は
品
定
め

を
し
て
い
た
。
市
販
と
比
べ
格
安
な
品

物
に
巡
り
合
え
、
笑
顔
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
品
物
が
よ
か
っ
た
」「
洋
服
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
」
等
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、

主
催
者
も
満
足
感

を
得
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
方
々

と
喜
び
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

　

穂
高
公
民
館

は
、
9
月
20
日
に

地
域
環
境
研
究
室

の
浅
川
行
雄
さ

ん
を
講
師
に
招

き
、
自
然
体
験
講

座
「
火
山
灰
で
知

る
烏
川
の
生
い
立

ち
」
を
開
催
し
、
10
人
が
参
加
し
た
。

　

穂
高
会
館
で
開
講
式
を
行
い
、
穂
高

牧
地
籍
の
ゴ
ル
フ
場
付
近
へ
向
か
っ

た
。
現
地
で
は
、
浅
川
さ
ん
に
説
明
を

受
け
な
が
ら
露
頭
（
地
層
が
露
出
し
た

部
分
）
を
観
察
し
た
。
そ
の
後
、
烏
川

渓
谷
緑
地
「
森
の
家
」
に
て
火
山
灰
と

地
層
に
つ
い
て
の
解
説
を
受
け
、
実
体

顕
微
鏡
で
火
山
灰
を
観
察
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
顕
微
鏡
を
の
ぞ
く
人
も
多
く
、

一
同
は
夢
中
に
な
っ
た
。
受
講
者
の
感

想
に
「
赤
土
の
も
と
が
火
山
灰
だ
と
初

め
て
知
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
昨
年
か
ら
続
い
て

い
る
建
物
探
訪
講
座
を
7
月
25
日
、
9

月
7
日
に
開
催
し
、17
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会
常

務
理
事
の
高
原
正
文
さ
ん
を
迎
え
、
7

月
25
日
は
、
日
輪
舎
・
山
口
家
・
藤
森

新
之
丞
家
長
屋
門
・
法
蔵
寺
・
旧
豊
科

劇
場
、
9
月
7
日
は
、
信
濃
教
育
会
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
飯
田
家
住
宅
・
宮

澤
家
住
宅
・
熊
野
神
社
本
殿
・
旧
八
坂

社
本
殿
・
平
福

寺
観
音
堂
・
務

台
酒
造
の
蔵
を

見
学
し
た
。

　

通
常
で
は
見

学
が
難
し
い
個

人
宅
や
日
頃
見

逃
し
が
ち
な
建
物
を
高
原
さ
ん
の
分
か

り
や
す
い
解
説
で
興
味
深
く
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

明
科
公
民
館
は

9
月
6
日
、「
明

科
の
魅
力
再
発
見

講
座
～
犀
川
の
魅

力
と
防
災
～
」
を

明
科
公
民
館
講
堂

と
県
犀
川
砂
防
事

務
所
で
開
催
、
約

20
人
が
参
加
し
た
。

　

明
科
公
民
館
の
安
井
邦
夫
館
長
が
犀

川
の
歴
史
や
生
息
す
る
魚
類
な
ど
を
説

明
し
た
後
、
講
師
の
同
事
務
所
砂
防
課

の
樋
口
隆
樹
係
長
が
、
土
砂
災
害
の
種

類
や
地
域
の
危
険
個
所
な
ど
を
示
し
、

コ
ッ
プ
を
活
用
し
雨
量
を
計
測
す
る
方

法
を
紹
介
し
た
。

　

砂
防
事
務
所
で
は
模
型
を
使
っ
て
土

砂
災
害
の
実
演
も
あ
り
、
70
代
の
女
性

は
「
地
震
や
集
中
豪
雨
の
土
砂
災
害
の

知
識
を
今
後
の
備
え
に
役
立
て
た
い
」

と
語
っ
て
い
た
。　
　
　
　
　
（
静
流
）

　

水
害
、
地
震
、
猛
暑
、

台
風
と
災
害
続
き
の
夏

が
過
ぎ
た
。
私
自
身
、

今
年
は
地
区
公
民
館
の

日
赤
奉
仕
団
役
員
と
し
て
、
防
災
訓

練
で
炊
き
出
し
を
担
当
す
る
。「
い
ざ
」

と
い
う
時
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
の
も

公
民
館
の
大
き
な
役
割
、
日
頃
か
ら
足

を
運
ん
で
地
区
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を

深
め
て
お
く
の
も
大
切
な
こ
と
だ
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

欅


